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１．はじめに
　児童期の疾走能力の発達は、身長の発達によるス
トライドの増加が主な要因である６、８、９、10）。そのた
め身長のばらつきが大きくなる小学校高学年におい
ては、身長が高い児童は疾走能力も高くなる傾向にあ
る。しかし、宮丸らは３年生及び６年生男女に６週間
のスプリントトレーニングを行わせ、６年生男子以外
ではストライドの増加が認められたと報告しており、
これは脚筋パワーの増大と関連していると述べてい 

る10）。また加藤らも疾走能力が優れている児童は、
体力的要素も優れていたと報告している６）。つま
り、身長の低い児童でも、体力的要素が優れていれ
ば、将来の体長の変化に応じ、疾走能力が著しく向上
する可能性を秘めていると考えられる。そのため、疾
走能力と関連の強い体力要素をみつけることは、タレ
ント発掘という観点からも意義深い。
　図子らは陸上競技短距離・跳躍選手の体力要素の中
で、リバウンドジャンプパワーは疾走能力と強い関連
があると述べている15）。リバウンドジャンプパワー
とは0.2秒程度15）の短い踏切時間に発揮できるパワー
の大きさであり、0.1秒程度２）の接地時間である疾走
運動とは、筋の力発揮様式が類似している３、４、15）。
このリバウンドジャンプパワーは垂直跳びや立ち幅跳
びと神経制御機構や力発揮に関する調節機序が異なる
と報告されており14）、遠藤らもリバウンドジャンプ
の発達と垂直跳びの発達は必ずしも対応していないと

述べている１）。
　児童の疾走能力と立ち幅跳び、垂直跳び能力の関
連を調べた研究はみられるものの10、13）、リバウンド
ジャンプ能力との関連を調べたものはほんど見当たら
ない。そこで、本研究では従来行われてきた立ち幅跳
び、垂直跳びに、リバウンドジャンプパワーを加え、
小学校高学年期における疾走能力とどのように関連す
るのかを明らかにする。

２．方法
（1）対象
　対象者は小学校５・６年生児童113名（男子58名、
女子55名）とした。対象者は同一校の児童である。
対象者の全体及び男女別の、身長、体重の平均値±SD
（標準偏差）を表１に示した。

Table1　Characteristics of subjects
Entire (n=113) boys (n=58) girls (n=55)

Height(cm) 144.9±8.0 144.1±9.0 145.7±6.9
Body mass(kg) 37.8±8.3 38.5±10.1 37.0±5.8
 mean±SD

（２）実験内容
　対象者に50ｍ走（time）、立ち幅跳び（standing 

long jump:SLJ）、垂直跳び（Vertical Jump:VJ）、リバ
ウンドジャンプを行わせた。50ｍ走タイムは光電管
計測器（Brower社製）を用い計測した。また側方より
ビデオカメラ（canon社製：60f/s）でパンニング撮影
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し、映像から50mの総歩数をカウントした。50mを総
歩数で割ることで平均ストライドを、総歩数をタイ
ムで割ることで平均ピッチを算出した。立ち幅跳び
は砂場でメジャーを用いて計測した。垂直跳びはジャ
ンプメーター（竹井機器製）を用いて計測した。リ
バウンドジャンプは、発揮パワーをマットスイッチ
（DKH社製）を用いて計測した。５回連続ジャンプ
を行わせ、最もパワーの高いジャンプの値を採用した
（Rebound jump power:RJP）。いずれの計測も、十分
なウォーミングアップと練習動作の後行った。特に
リバウンドジャンプは動作に精通した陸上競技部員が
デモンストレーションを見せた後、練習、計測を行っ
た。すべての項目は２回通り計測を行い、高い数値を
分析対象とした。

（3）統計処理
　各測定項目の平均値および標準偏差を算出した。ま
た、各項目の関連は、Peasonの方法を用いて相関係数
を算出した。有意性は危険率５％未満とした。

３．結果
　50m走タイム、ストライド、ピッチ（Step Frequency:

SF）、身長比（ストライド/身長）、立ち幅跳び、垂
直跳び、RJPの平均値±SDを表２に示した。また、こ
れらの項目に身長、体重を加えた９項目の相関係数を
表３に示した。50mタイムは体重以外すべての項目と
有意な相関がみられたが、身長との相関係数は低かっ

た。ストライドはすべての項目と有意な相関がみられ
た。ピッチは立ち幅跳び、垂直跳びと有意な正の相
関が、身長、体重とは有意な負の相関がみられた。身
長比は立ち幅跳び、垂直跳び、RJPと有意な正の相関
が、体重とは有意な負の相関がみられた。

Table2　Sprint and jumping ability of subjects
Entire(n=109) boys(n=57) girls(n=59)

Time(s) 9.08±0.81 9.01±0.81 9.16±0.80
Stride(m) 1.40±0.11 1.39±0.11 1.41±0.11
SF(step/sec) 3.97±0.28 4.05±0.31 3.89±0.21
S/H(%) 0.97±0.06 0.96±0.06 0.97±0.07
SLJ(m) 1.54±0.22 1.55±0.21 1.52±0.23
VJ(cm) 36.3±7.1 37.3±6.9 35.2±7.2
RJP(w/kg) 20.8±4.5 20.4±4.0 21.2±4.9
 mean±SD

Fig.1　Relationship between RJP and S/H

Table3　Correlation of running and jumping factors
Time Stride SF S/H SLJ VJ RJP Height Body Mass

Time －0.66*** －0.47*** －0.60*** －0.81*** －0.74*** －0.52*** －0.24* 0.02
Stride －0.35*** －0.72*** －0.62*** －0.58*** －0.40*** －0.59*** －0.25**
SF －0.12 0.28** 0.23* 0.15 －0.36*** －0.29**  
S/H  0.48*** 0.46** 0.52*** －0.14 －0.35***  
SLJ 0.81*** 0.52*** 0.32*** 0.03
VJ 0.50*** 0.28** 0.05
RJP －0.03 －0.28**
Height 0.76***
Body Mass
 *:p<0.05  **:p<0.01  ***:p<0.001
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年児童の疾走能力がリバウンドジャンプの影響を受け
たという結果は、妥当なものであると考えられる。
　一方ピッチとリバウンドジャンプパワーには有
意な相関がみられず、立ち幅跳びでは男子のみ（r=
0.29）、垂直跳びでは女子のみ（r=0.28）有意な相関
がみられたが、相関係数は低かった。ピッチを高める
ためには、脚を大きく蹴り残さない、踵を臀部に引き
付ける等の技術が必要になる７）。そのため各跳躍能
力との関連は小さかったのだと考えられる。
　本研究の結果から小学校高学年児童の疾走運動で
は、ストライドを増加させるためにリバウンドジャン
プパワーを高めることが有効であり、女子のほうがそ
の傾向が強いことが明らかになった。またピッチと跳
躍能力との関連は低いため、技術との関連が強いと推
察された。

５．まとめ
　本研究では従来行われてきた立ち幅跳び、垂直跳び
に、リバウンドジャンプパワーを加え、小学校高学年
期における疾走能力とどのように関連するのかを明ら
かにしようとした。その結果を以下のようにまとめる
ことができる。
①　 身長の影響を取り除いたストライド身長比と各跳

躍能力の関連は、立ち幅跳び、垂直跳びよりRJP

の関連が最も高かった。
②　 ピッチは男女ともRJPとの関連はみられず、立ち

幅跳びとは男子のみで、垂直跳びとは女子のみ有
意な相関がみられた。

③　 学校高学年児童の疾走運動では、ストライドを増
加させるためにリバウンドジャンプパワーを高め
ることが有効であり、女子のほうがその傾向が強
かった。またピッチを増加させるためには、技術
指導が必要であると推察された。

４．考察
　斉藤らは、児童期の疾走能力発達は①形態的な発
達（下肢長の発達に伴うストライドの増加）と②機能
的な発達（下肢長が発達しても同じピッチを維持し、
下肢長の増加による体質量と重量負荷の増加に対して
さらにストライドが増加する）によるものであると述
べており11）、同様に身長の発達によるストライドの
増加を指摘する文献は多い６、８、９、10）。本研究でも先
行研究と同様に、ストライドと身長には有意な正の相
関がみられた。一方ピッチと身長には負の相関がみら
れ、斉藤らの指摘と一致した。
　本研究ではこれらの結果を踏まえ、体長の発達では
なく、筋力の発達が疾走能力にどのような影響を与え
るかを調べようとした。そこで、ストライドを身長で
除し、ストライドの身長比を算出した。これにより、
身長がストライドに与える影響を取り除くことができ
る。ストライド身長比と各跳躍能力の相関を調べる
と、リバウンドジャンプパワーが最も相関が高く（全
体:r=0.52,男:r=0.46,女:r=0.61）、立ち幅跳び（全
体:r=0.48,男:r=0.34,女:r=0.57）と垂直跳び（全体:r=
0.46,男:r=0.37,女:r=0.59）はほぼ同値であった。これ
は男女別でみても同じ傾向であった。また、３種類す
べてにおいて女子の相関係数が男子より高かった。リ
バウンドジャンプは接地時間が0.2秒程度であり15）、
筋の活動様式は伸張―短縮サイクル運動である。他の
２種目は接地時間が0.5～1.0秒程度と長く12）、筋の活
動様式は関節の伸展運動である。このような違いか
ら、接地時間が0.1秒程度である疾走運動では、垂直
跳びの能力よりもリバウンドジャンプの能力が高いほ
ど疾走能力が高いという報告がみられる３、15）。しか
し、これは陸上競技選手を対象とした研究であり、小
学生児童を対象にした報告はみられない。したがって
本研究で明らかになった、高学年児童のストライドの
増加にリバウンドジャンプパワーが最も影響している
という結果は、児童の疾走運動のトレーニングに生か
せる新たな知見であると考えられる。遠藤らはリバウ
ンドジャンプ能力の発達は９‒13歳ごろに、上手い下
手の差が拡がると報告しており１）、本研究での高学
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